
 

 

 

 

 

【令和 5 年度ボランティア活動状況】 

  農村災害ボランティアの平常時活動として、施設管理者からの要請に基づき施設管理者に代わり施設の

点検を行っています。 

  本年度はコロナが落ち着き、４年振りの活動再開となり道央グループが施設管理者への意向調査に基づ

き点検を実施しました。点検結果については、随時、施設管理者へ報告することにしています。 

  なお、過去の点検結果については、水土里ネット北海道のホームページに掲載されていますので参照し

てください。          【https://www.htochiren.jp/volunteer.html】 

 

グループ名 活動先団体名 点検施設 活動時期 備   考 

道 央 知内土地改良区 頭首工 1 ヵ所 R5.9.6 4 名参加 

     

 

       

※令和６年３月末に令和５年度ボランティア活動報告会（書面開催）しました。 

 

 

【ボランティア等の登録状況】 

  令和５年度においては、農村災害ボランティア１８名の方が新規に『農村防災・災害ボランティア活動

協議会』に登録され、全道（４グループ）１７０名となりました。 

 ◆『農村災害ボランティア』（４グループ） 

  ［道央Ｇ：５２名（新規加入：３名）～ 石狩・渡島・檜山・後志・日高］ 

  ［空知Ｇ：４７名（新規加入：２名）～ 空知・胆振］ 

  ［道北Ｇ：３６名（新規加入：７名）～ 上川・留萌・宗谷］ 

  ［道東Ｇ：３５名（新規加入：６名）～ オホーツク・十勝・釧路・根室］ 

 

 

【農地・農業用施設における情報伝達訓練を実施】 

  大雨による農地・農業用施設の被害を想定した情報伝達訓練及び、

査定前着工制度による応急工事実施の手続きの訓練を、令和５年７月

２１日（金）・２５日（火）・２６日（水）の３日間に分けて実施しま

した。（参加団体： 道１４振興局と参加振興局管内の２４市町村・  

８土地改良区・４ＪＡ、農村整備課が参加。） 

  なお、情報伝達（関係機関⇔振興局⇔道庁）については、スムーズ

に行われ、概ね良好な結果となった。 
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【災害復旧事業技術担当者研修会を開催】 

  近年、技術職員の減少に合わせて災害経験者が減少するなか、大規模な災害が発生した場合、迅速な対

応が図られるよう、制度や実践的な知識を習得し、災害発生時から査定、復旧までを円滑に行うことがで

きる技術者を育成するため、被害の報告や災害復旧事業の事務手続き等についての研修会を、８月２５日

（金）に道（振興局）・市町村・土地改良区・農協の職員の方々２４０名が参加し『令和５年度災害復旧事

業技術担当者会議』ＷＥＢにて実施しました。 

  また、本研修会にて農林水産省防災課災害査定官より「災害の早期復旧と改良復旧について」の説明を

受けました。 

 

 

【令和５年発生災害の概要】 

 

  【７月豪雨災】                                     【８月豪雨災】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  【８月豪雨災】                                     【８月豪雨災】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

千歳市：排水路 芽室町：排水路 

美幌町：農地（畑） 

 

 

 

 

 

翌春の営農に支障を来さぬよう年度内での復旧を進めております。 

小平町：揚水機場 

 

 

 

 

 


